
《令和７年度予算特集》

衛生費

教育費

総務費

民生費

ゼロカーボン推進事業

小・中学校情報教育推進事業

地域防犯推進事業

民生委員・児童委員活動支援
事業

事業内容
①ゼロカーボン推進店認定制度の運営やヘチマ・プ
ロジェクト、三宅島こども自然環境体験プログラム、
森林協定に基づく連携事業を実施する。
②優先導入施設として選定した23施設へＬＥＤ照明
を導入する。
③５Ｒを推進する「エコ鶴市民の会」へ補助金を交
付する。

事業内容
児童・生徒の学習用タブレット端末を更新し、情報
教育に必要な１人１台の端末環境を維持する。

事業内容
①関係機関と連携した街頭防犯啓発活動や青色防犯
パトロールの実施、防犯情報の周知及び防犯啓発用
品（のぼり旗）の配布を行う。
②地域における防犯対策の一環として、若葉駅西口
周辺及び公園に街頭防犯カメラを設置する。

事業内容
①民生委員法に基づき行う民生委員推薦会の開催に
必要な経費
②鶴ヶ島市民生委員・児童委員連合協議会へ交付す
る補助金のうち、各委員に支給する活動費を月
7，000円から月10，000円へ増額する。

委員からの質疑
こども自然環境体験プログラムの場所に三宅島を

選定した理由は。
本市と異なる豊かな自然を有
することや自治体の受入れ実

績があることなどから選定した。
予算現額　168万5,000円

Ｑ

Ａ

委員からの質疑
更新端末の導入時期は。
12月に導入し、３学期から活用する予定である。
その間の故障の対応は。
手作業でできる修理は、ヘルプデスクなどで対応
し、対応できないものは業者が故障修理を行う。

その間は、こどもたちに予備機を
使用してもらい対応する。

予算現額　6,997万2,000円

Ｑ
Ａ
Ｑ
Ａ

委員からの質疑
防犯カメラ設置箇所の選定理由は。
西入間警察署の助言を基に、街頭犯罪の発生が懸
念される若葉駅西口周辺の自由通路や駅前のロー

タリー、運動施設のある大き
な公園の出入口や駐車場など
への設置を計画している。

予算現額　336万5,000円

Ｑ
Ａ

委員からの質疑
補助金を増額した背景は。
他市の状況なども踏まえ、物価高騰の影響により
訪問や電話に係る費用などが

不足していると判断した。

予算現額　1,235万1,000円

Ｑ
Ａ

特別会計予算 (　　)は、前年度予算額

国民健康保険 約65億4093万円
(約66億4681万円) 一本松土地区画

整理事業
約1億8789万円
(約1億1779万円)

後期高齢者医療 約12億8427万円
(約12億6601万円)

若葉駅西口土地
区画整理事業

約2億9410万円
(約1億9178万円)介護保険 約50億8664万円

(約48億1452万円)

ごみが流れ着いている三宅島の海岸 防犯カメラの設置を検討

学習用端末の更新
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